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～ 成長を祝い、今後も健やかに 七五三 ～
　幼保連携型認定こども園舞戸保育所（吉田諭大園長）では、園児の成長を祝うとともに、今後も健やかで
あることを願い七五三詣りをしました。
　この日は、保育所内で七五三集会を開いた後、２歳から５歳児30名が舞戸正八幡宮（木村正範宮司）へ
お詣りをし、団体祈祷を受けました。緊張した面持ちだった園児も、祈祷後に千歳飴を受取り笑顔になって
いました。� 令和４年11月15日

　　鰺ヶ沢町議会ホームページへアクセス ＱＲコードは
こちらから

９月
定例会号

令和３年度決算� ２～３
第３回定例会� ４～５
一般質問（４人が傍聴）� ６～７
各常任委員会・決算特別委員会審議のようす、
　　　　　　　　　　　　　　　　久慈市長災害見舞� ８
議会活動� ９
特集　はつらつチャレンジャー　身近に木のぬくもりを� 10
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令和３年度一般会計
実質収支額（残ったお金）

１億5336万円
●実質収支（黒字）１億5336万円
１億5628万円（歳入歳出差引額）
－292万円（翌年度へ繰り越す財源）
実質収支のうち約半分を
▽財政調整基金に積立（貯金）
� 7700万円
� ※昨年度比400万円増
▽令和４年度に繰越� 7636万円

【財政調整基金】
（町の貯金）
４億3814万円

昨年度比 １億4192万円増

一般会計決算額　歳入額81億3498万円
　　　　　　　　歳出額79億7870万円 認定

一般会計決算実質収支と財政調整基金・地方債残高

　

令
和
３
年
度
の
決
算
は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
議
員

全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
（
菊
谷
忠
光
委
員
長
）
を
設
置
し
て
審
査
。
特
別
会
計
、
企
業
会

計
決
算
は
総
務
文
教
・
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
し
た
結
果
、
全
て
の
決
算

を
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

一般会計決算額内訳

【地方債現在高】
（町の借金）
105億8354万円

昨年度比 ４億2594万円減

歳入額決算
81億

3498万円

歳出額決算
79億

7870万円

町税
８億2259万円

（10.1%）

町税
８億2259万円

（10.1%）

町債
３億3690万円（4.1％）
町債
３億3690万円（4.1％）

県支出金
４億4944万円（5.5％）
県支出金
４億4944万円（5.5％）

地方交付税
37億7005万円

（46.4%）

地方交付税
37億7005万円

（46.4%）

地方消費税交付金
２億2553万円（2.8％）
地方消費税交付金
２億2553万円（2.8％）

地方譲与税
7976万円（1.0％）
地方譲与税
7976万円（1.0％）

公債費
８億2855万円
（10.4％）

公債費
８億2855万円
（10.4％）

土木費
７億4241万円

（9.3％）

土木費
７億4241万円

（9.3％）

農林水産業費
３億6238万円（4.6％）
農林水産業費
３億6238万円（4.6％）

議会費 6635万円（0.8％）議会費 6635万円（0.8％）

商工費
8254万円（1.0％）
商工費
8254万円（1.0％）

労働費
141万円（0.0％）
労働費
141万円（0.0％）

国庫支出金
13億6684万円

（16.8％）

国庫支出金
13億6684万円

（16.8％）

民生費
19億4842万円

（24.4％）

民生費
19億4842万円

（24.4％）

総務費
26億390万円
（32.7％）

総務費
26億390万円
（32.7％）

消防費
３億6067万円（4.5％）
消防費
３億6067万円（4.5％）

その他
〔手数料・使用料等〕

10億8387万円
（13.3％）

その他
〔手数料・使用料等〕

10億8387万円
（13.3％）

衛生費 ５億1195万円（6.4％）衛生費 ５億1195万円（6.4％）

教育費
４億7012万円（5.9％）
教育費
４億7012万円（5.9％）

90

95

100

105

115

110

億

平成29年度  30年度 令和元年度 ２年度　 ３年度

98億9661万円

96億701万円

地方債残高（借金）
５カ年の推移

93億8441万円

110億948万円

105億8354万円

1

2

3

4

5
億

平成29年度  30年度 令和元年度   ２年度　 ３年度

３億6906万円

４億3814万円

２億7176万円 ２億9622万円

財政調整基金（貯金）
５カ年の推移

３億4093万円

（�2�）

令 和 ３ 年 度 決 算
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各会計決算の
　　　　状況は

令和３年度

決　算

� ※決算額は万円単位（四捨五入）で表示しています

会　計　別 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額 地方債（借金）残高
一 般 会 計 81億3498万円 79億7870万円 1億5628万円 105億8354万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 14億8451万円 14億2103万円 6348万円 ー
農 業 集 落 排 水 事 業 1億5300万円 1億5001万円 299万円 9億5341万円
小 規 模 水 道 事 業 717万円 590万円 127万円 1972万円
公 共 下 水 道 事 業 2億5574万円 2億5038万円 536万円 24億5560万円
墓 地 公 園 事 業 23万円 19万円 4万円 ー
介 護 保 険 事 業 16億2496万円 15億8231万円 4265万円 ー
後 期 高 齢 者 医 療 1億4078万円 1億3746万円 332万円 ー
水 産 業 振 興 事 業 4405万円 3510万円 895万円 ー
財 産 区 特 別 会 計 1142万円 1016万円 126万円 ー

※財産区特別会計は、５財産区（北浮田、長平、浜横沢、中村、舞戸）の合計額となっています。

企業会計決算状況
� ※決算額は万円単位（四捨五入）で表示しています

水 

道 

事 

業

収　　益　　的　　収　　支 資　　本　　的　　収　　支
事 業 収 益 事 業 費 用 差 引 額 資本的収入 資本的支出 差 引 額
2億6614万円 2億4072万円 2542万円 1億3423万円 2億5258万円 △1億1835万円
地方債残高　14億6516万円（平成29年度から旧簡水特別会計と統合）

※�資本的収支不足額１億1835万円は、当年度分損益勘定留保資金8286万円及び繰越利益剰余金処分額3549万円で補てん

各会計決算状況

新型コロナウイルスワクチン接種事業費
１億919万円

現地審査
（７月21日実施）

決算審査
（７月12日～21日実施） 監

査
委
員
に
よ
る

決　

算　

審　

査

　

決
算
審
査
は
、
毎
年
度
、

町
会
計
管
理
者
等
が
提
出
し

た
決
算
書
類
及
び
証
書
類
な

ど
を
、
町
長
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
監
査
委
員
が
審
査
し
ま

す
。
町
各
担
当
か
ら
歳
入
・

歳
出
項
目
毎
に
説
明
を
求
め

確
認
、
決
算
年
度
に
実
施
し

た
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
現

地
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
は
こ
の
後
に
、
決

算
審
査
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

一般会計主な事業
橋梁補修事業費
5267万円

公共施設等管理維持体制持続化事業費
4236万円

（�3�）
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令和４年
第３回
定例会
会期

９月９日～15日
　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
議
案
34
件
、
報
告
２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
の
一
般
質
問
で
は
、議
員
２
名
が
水
害
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
、豪
雨
災
害
に
よ

る
避
難
所
の
状
況
と
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
な
ど
を
町
政
へ
問
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
６
～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

最
終
日
に
は
、
14
日
の
各
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
議
案
等
34
件

が
本
会
議
に
お
い
て
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
等
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８月３日からの大雨による災害救助費ほか

16億4304万円専決処分を承認
▼
条
例
の
制
定

災
害
復
興
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て�

可
決

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
町
民
生
活
の
復
興
及

び
災
害
か
ら
の
迅
速
か
つ
円

滑
な
復
旧
を
目
的
と
し
災
害

復
興
基
金
を
創
設
す
る
た
め

の
も
の
。

▼
条
例
の
一
部
改
正�

可
決

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
及
び
育
児

休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者

の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
の
も

の
。

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

施
行

【
改
正
内
容
】

・�

非
常
勤
職
員
の
子
の
出
生

後
８
週
間
以
内
の
育
児
休

業
の
取
得
要
件
の
緩
和

・�

非
常
勤
職
員
の
子
が
１
歳

以
降
の
育
児
休
業
の
取
得

の
柔
軟
化

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
営
に
関
す
る
条
例
の

改
正

　

国
政
選
挙
の
公
営
単
価
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙

に
係
る
公
営
単
価
を
国
の
単

価
と
同
額
と
な
る
よ
う
、
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
の
も

の
。

▼
専
決
処
分

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算�

承
認

○
専
決
第
８
号

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
等
に
急
施
を
要
す
る
予
算

措
置
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

１
５
８
万
６
０
０
０
円
増
額

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

74
億
２
３
１
万
４
０
０
０
円

と
す
る
。

○
専
決
第
９
号

　

令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら

の
大
雨
に
よ
る
災
害
救
助
費

等
に
急
施
を
要
す
る
予
算
措

置
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
14

億
３
５
５
万
７
０
０
０
円
増

額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
88
億
５
８
７
万
１
０
０
０

円
と
す
る
。

▼
専
決
処
分

令
和
４
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

�

承
認

○
専
決
第
10
号

　

令
和
４
年
８
月
９
日
の
大

雨
に
係
る
公
共
下
水
道
施
設

災
害
復
旧
事
業
に
急
施
を
要

す
る
予
算
措
置
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
２
７
９
０
万
円
増
額

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

５
億
６
６
４
２
万
６
０
０
０

円
と
す
る
。

主な改正内容
⑴　選挙運動用自動車の借入契約
　単価16,100円（旧15,800円）
⑵　選挙運動用ビラの作成
　単価７円73銭（旧７円51銭）
⑶　選挙運動用ポスターの作成
　単価541円31銭（旧525円６銭）

災害ごみ搬出のようす

８月９日、中村川のようす

災害ごみ仮置き場のようす

（�4�）
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▼
令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算�

可
決

　

一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入

・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
３

９
６
万
５
０
０
０
円
増
額

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

90
億
５
９
８
３
万
６
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
補
正
予
算
】

・
普
通
交
付
税

　

１
億
３
１
６
７
万

�

３
０
０
０
円

・
前
年
度
繰
越
金

　

７
６
３
５
万
３
０
０
０
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
費
負
担

金

　

３
９
３
９
万
６
０
０
０
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
費
補
助
金

　

２
３
９
１
万
９
０
０
０
円

・�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
費
補
助
金

�

２
３
８
７
万
円

・
指
定
寄
附
金

�

８
８
６
万
１
０
０
０
円

【
主
な
歳
出
補
正
予
算
】

・�

災
害
支
援
費
（
被
災
者
生

活
再
建
支
援
金
、
商
工
業

者
被
災
支
援
補
助
金
）

�

１
億
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
費

　

６
５
２
２
万
５
０
０
０
円

・�

県
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費

�

２
３
８
７
万
円

・
災
害
復
興
基
金
積
立

�

８
８
６
万
１
０
０
０
円

▼
舞
戸
財
産
区
管
理
会
管

理
委
員
の
選
任�

同
意

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
舞
戸

財
産
区
管
理
会
管
理
委
員
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

も
の
。

　

斉さ
い　

藤と
う　

憲け
ん　

人じ　

氏

【
任
期
】

　

令
和
７
年
６
月
29
日
ま
で

決
算
審
査
意
見�

監
査
委
員　

増
田　

晶
夫

　
　
　
　
　

佐
藤　

昭
司

～
的
確
な
財
政
運
営
計
画
の
も
と

�

効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
～

　

令
和
３
年
度
の
決
算
状
況

を
見
る
と
、歳
入
に
つ
い
て
、

町
税
収
入
は
前
年
度
と
比
較

し
４
３
５
５
万
４
０
０
０
円

増
収
の
８
億
２
２
５
８
万
９

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

収
入
未
済
額
は
前
年
度
と
比

較
し
、
大
幅
に
改
善
さ
れ
た

が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
額

の
解
消
に
向
け
た
滞
納
者
の

現
状
把
握
と
実
態
に
即
し
た

適
切
な
措
置
を
講
じ
、
未
収

金
の
解
消
に
尚
一
層

の
努
力
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
も

一
般
会
計
で
の
町
債

残
高
が
前
年
度
末
に

比
べ
、
４
億
２
５
９

４
万
円
減
の
１
０
５

億
８
３
５
４
万
円
、

特
別
会
計
等
を
合
計

し
た
町
全
体
で
は

１
５
４
億
円
を
超
え

て
お
り
、
未
だ
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
的
確
な
財
政
運

営
計
画
の
も
と
、
計
画
的
な

起
債
発
行
に
努
め
、
公
債
費

に
係
る
財
政
負
担
軽
減
に
向

け
た
努
力
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
社
会
経
済
が
大
き
く

変
動
し
、
住
民
の
安
心
と
安

全
を
確
保
す
る
取
組
、
健
康

維
持
や
生
き
が
い
に
向
け
た

取
組
な
ど
行
政
の
果
た
す
役

割
は
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
、

そ
れ
に
伴
う
支
出
は
一
層
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
効
率
的
で
最
適

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な

り
、
行
政
運
営
に
取
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
。

　

次
に
寄
附
金
の
う
ち
、
あ

じ
が
さ
わ
未
来
応
援
寄
附
金

の
額
は
３
億
４
８
８
７
万
６

０
０
０
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
８
５
６
５
万
３
０

０
０
円
増
額
と
な
っ
て
お

り
、
多
額
の
寄
附
額
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
務
手

続
き
等
に
遺
漏
の
な
い
適
正

な
処
理
に
努
め
、
恒
久
的
な

財
源
で
は
な
い
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
寄
附
者
の
意
思
を

尊
重
し
な
が
ら
、
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
使
途
と
さ
れ
た

い
。

【
要
望
】

公
金
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ

い
て

　

公
金
は
、
町
民
か
ら
託
さ

れ
た
大
切
な
財
産
で
あ
る
と

の
意
識
を
持
ち
、
適
切
な
取

扱
い
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
不
正
な
会
計
処

理
は
、
町
民
に
対
す
る
信
用

失
墜
の
結
果
を
招
く
と
い
う

こ
と
を
職
員
全
体
で
し
っ
か

り
と
認
識
し
、
主
務
に
取
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

・�

公
金
の
安
全
管
理
を
図
る

上
で
事
務
処
理
の
点
検
を

定
期
的
に
行
い
、
現
行
制

度
の
運
用
面
、
内
部
態
勢

等
に
お
い
て
改
善
が
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
改

善
を
す
す
め
る
こ
と
。

・�

公
金
の
取
扱
い
の
重
要
性

を
踏
ま
え
、
各
課
に
お
い

て
部
下
職
員
の
監
督
及
び

指
導
に
際
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
任
務
と
責
任
の
所
在
を

明
確
に
し
、
最
大
限
の
注

意
を
払
う
こ
と
。

・�

公
金
の
現
金
に
よ
る
保
管

は
、
原
則
と
し
て
行
わ
な

い
も
の
と
し
、
収
納
金
に

つ
い
て
は
、
即
日
金
融
機

関
に
払
い
込
む
こ
と
。

　

�

や
む
を
得
ず
即
日
払
い
込

む
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
盗
難
等
事
故
防
止
の

た
め
、金
庫
を
活
用
し
、安

全
か
つ
厳
重
に
保
管
す
る

こ
と
。

決算審査意見を述べる増田代表監査委員

（�5�）
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災
害
に
強
い
改
良
復
旧
に
向
け
た
町
の
考
え
は

 

答
〈
流
域
治
水
の
観
点
か
ら
調
査
、検
討
し
た
い
〉

水
害
に
対
す
る
支
援

策
に
つ
い
て

一
般
質
問

問
・
８
月
９
日
の
豪
雨
に
よ

る
水
害
で
、
被
害
を
受
け
た

住
宅
や
店
舗
の
復
旧
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
支
援

す
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁
・
平
田
衛
町
長

　

町
は
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
に
向
け
、
８
月
25
日
に

第
１
報
と
し
て
各
種
の
支
援

制
度
を
周
知
し
、
９
月
８
日

に
は
、
第
２
報
と
し
て
34
の

支
援
策
を
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
町
独

自
の
支
援
策
で
は
、
災
害
見

舞
金
と
し
て
床
上
浸
水
の
世

帯
に
10
万
円
、
床
下
浸
水
の

世
帯
に
５
万
円
、
事
業
所
に

10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
給
付
す

る
こ
と
と
し
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
全
世
帯
の
上
下
水
道
料

金
８
月
分
の
全
額
免
除
を
い

た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制
度
の
対
象
と

な
ら
な
い
中
規
模
半
壊
及
び

半
壊
の
世
帯
に
は
、
基
礎
支

援
金
と
し
て
30
万
円
を
町
独

自
に
給
付
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
商
工
業

者
へ
の
町
独
自
の
支
援
と
し

て
、
事
業
を
継
続
す
る
方
に

は
、施
設
、設
備
、備
品
等
の

修
繕
、
入
替
え
経
費
の
20
％

を
補
助
す
る
と
い
う
こ
と

で
、こ
ち
ら
は
、経
費
が
１
０

０
０
万
円
以
上
の
場
合
は
上

限
を
３
０
０
万
円
、
５
０
０

万
円
以
上
の
場
合
は
上
限
が

１
５
０
万
円
、
５
０
０
万
円

未
満
は
20
％
分
と
い
う
３
区

分
で
支
援
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

問
・
水
害
に
よ
る
半
壊
等
の

基
準
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
神
総
務
課
長

　

浸
水
深
に
よ
る
判
定
基
準

で
は
、
床
上
50
㎝
以
上
で
中

規
模
半
壊
、
床
上
１
ｍ
以
上

で
大
規
模
半
壊
、
床
上
50
㎝

未
満
が
半
壊
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

問
・
被
災
し
た
空
き
家
、
倉

庫
等
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
神
総
務
課
長

　

被
災
し
た
空
き
家
、
倉
庫

等
は
所
有
者
立
会
い
の
下
、

災
害
ご
み
の
運
搬
、
処
理
等

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
行
っ
て
お
り

ま
す
。

問
・
被
害
に
対
す
る
町
の
調

査
は
、
順
調
に
進
ん
で
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
神
総
務
課
長

　

調
査
は
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
９
月
９
日
現
在
の
被

害
棟
数
は
、
住
家
と
店
舗
等

を
合
わ
せ
６
２
７
棟
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
管
理
の
土
木
施
設
は
、

河
川
10
か
所
、道
路
33
か
所
、

橋
梁
３
か
所
、
下
水
道
施
設

１
か
所
の
計
47
か
所
で
、
被

害
額
は
19
億
６
６
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
林
水

産
関
係
で
は
、
農
業
施
設
45

か
所
、農
地
43
か
所
、林
道
４

か
所
、
ア
ユ
・
イ
ト
ウ
養
殖

施
設
、
農
作
物
等
の
被
害
４

６
０
．
９
㏊
、
合
わ
せ
て
被

害
額
は
５
億
３
１
０
５
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
商
工
業

関
係
で
は
、事
業
所
、商
品
在

庫
、機
器
、設
備
等
合
わ
せ
て

被
害
額
は
10
億
１
３
５
７
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
合
計
し
た
被
害
額
は
、

35
億
１
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
廃
棄
物
は
約

４
０
０
０
ト
ン
が
見
込
ま

れ
、
処
理
費
は
３
億
２
０
０

０
万
円
か
ら
４
億
円
程
度
の

見
通
し
で
す
。

問
・
被
害
を
受
け
た
農
家
へ

の
支
援
策
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁
・
田
村
農
林
水
産
課
長

　

農
地
や
農
業
用
施
設
に
関

し
て
は
、現
在
、国
の
補
助
災

害
の
認
定
に
向
け
て
鋭
意
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

補
助
災
害
の
対
象
と
な
ら

な
い
、
被
害
額
が
40
万
円
を

超
え
な
い
小
規
模
災
害
の
農

家
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自

力
で
復
旧
す
る
生
産
者
が
お

り
ま
す
の
で
、
３
分
の
１
を

助
成
す
る
農
地
等
災
害
復
旧

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て

頂
く
よ
う
、
第
１
報
の
支
援

策
の
チ
ラ
シ
で
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問
・
災
害
に
強
い
改
良
復
旧

に
向
け
た
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

答
弁
・
神
総
務
課
長

　

今
回
、
大
雨
に
よ
り
中
村

川
の
護
岸
の
崩
壊
、
越
水
、

溢い
っ

水す
い（
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
）、

内
水
氾
濫
が
起
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
現
状
を
国
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
調
査
し
、
流
域

治
水
の
観
点
か
ら
復
旧
を
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

意
見
・
今
回
の
災
害
に
対
す

る
町
の
対
応
は
、
大
変
早

か
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で

し
っ
か
り
し
た
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
２
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
、
町
長
の
考
え
や
町
の
施
政
方
針
を
問
い
ま
す
。

菊谷　忠光議員

８月９日、浄化センター付近のようす

（�6�）
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豪
雨
災
害
に
よ
る
避

難
所
の
状
況
と
被
災

さ
れ
た
方
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て

避
難
所
で
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
環
境
改
善
が
必
要
で
は

 

答
〈
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
早
急
に
対
応
し
て
い
く
〉

◆
舞
戸
小
学
校
児
童
の
バ
ス

利
用
に
つ
い
て

問
み
ど
り
団
地
や
上
野
の
児

童
は
、
通
学
時
の
あ
じ
バ
ス

利
用
の
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
近
頃
は
猿
が
出
没

す
る
な
ど
、
通
学
時
の
不
安

を
抱
え
る
保
護
者
が
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
舞
戸
小
学

校
児
童
の
バ
ス
利
用
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

答
み
ど
り
団
地
で
は
時
々
猿

の
出
没
を
聞
き
ま
す
の
で
、

も
う
少
し
実
態
を
把
握
し
、

現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

必
要
で
あ
れ
ば
バ
ス
利
用
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
・
８
月
９
日
の
豪
雨
で
、

舞
戸
地
区
を
中
心
に
多
く
の

家
屋
が
浸
水
被
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
町
が
開
設
し

た
避
難
所
の
運
営
状
況
等
を

伺
い
ま
す
。

答
弁
・
一
戸
ほ
け
ん
福
祉
課

長
　

町
で
は
、
８
月
９
日
の
午

前
10
時
55
分
に
舞
戸
小
学
校

体
育
館
と
中
央
公
民
館
に
避

難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
中
下
農
村

婦
人
の
家
、
赤
石
公
民
館
、

細
ヶ
平
集
会
所
な
ど
６
カ
所

の
自
主
避
難
所
と
、
鰺
ヶ
沢

中
学
校
第
２
体
育
館
に
避
難

所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

避
難
者
数
は
９
日
が
最
も

多
く
、
最
大
で
４
７
３
人
、

福
祉
避
難
所
に
は
、
最
終
的

に
６
人
が
避
難
し
ま
し
た
。

　

翌
10
日
の
夜
に
な
る
と
、

避
難
者
が
21
人
に
減
少
し
た

た
め
、
11
日
に
鰺
ヶ
沢
中
学

校
第
２
体
育
館
及
び
舞
戸
小

学
校
体
育
館
を
閉
鎖
し
、
15

日
に
は
全
て
の
避
難
者
が
帰

宅
し
た
こ
と
か
ら
、
中
央
公

民
館
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
入
室
時
の

検
温
と
手
指
消
毒
を
行
い
、

避
難
者
に
は
必
要
に
応
じ
て

毛
布
と
マ
ッ
ト
の
支
給
、
非

常
食
の
パ
ン
や
お
に
ぎ
り
、

弁
当
類
と
飲
料
水
を
提
供
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
行
動
制

限
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

中
央
公
民
館
の
別
室
で
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
区
切
る

な
ど
の
感
染
対
策
と
健
康
観

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
、
舞
戸
小
学
校
体
育
館

は
大
型
送
風
機
を
、
中
央
公

民
館
は
エ
ア
コ
ン
を
活
用
し

ま
し
た
。

問
・
舞
戸
小
学
校
体
育
館
に

避
難
し
た
人
か
ら
、
テ
レ
ビ

等
が
な
い
た
め
、
町
の
被
害

状
況
や
中
村
川
の
水
位
な
ど

が
分
か
ら
ず
、
不
安
で
過
ご

し
た
と
い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

一
定
程
度
の
状
況
が
分
か

る
よ
う
に
、
避
難
所
の
環
境

改
善
が
必
要
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

答
弁
・
神
総
務
課
長

　

避
難
所
で
情
報
を
得
る
た

め
の
一
つ
と
し
て
、
テ
レ
ビ

の
設
置
に
つ
い
て
、
補
正
予

算
若
し
く
は
既
決
予
算
で
早

急
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
・
町
で
は
、
国
の
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
世
帯
の
う
ち
、

中
規
模
半
壊
及
び
半
壊
の
世

帯
に
対
し
30
万
円
の
支
援
金

を
給
付
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
半
壊
の
一
つ
下
の
ラ
ン

ク
で
あ
る
準
半
壊
の
世
帯
に

対
し
て
も
、
町
独
自
の
支
援

を
検
討
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
弁
・
平
田
衛
町
長

　

町
独
自
の
支
援
金
は
、
床

上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
世

帯
に
対
し
給
付
し
ま
す
の
で
、

床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
た

世
帯
に
つ
い
て
は
、
お
見
舞

金
５
万
円
の
給
付
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
・
今
回
被
災
し
た
世
帯
に

対
し
、
８
月
分
の
上
下
水
道

料
金
を
免
除
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
期
間
を
延
長
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁
・
木
村
水
道
課
長

　

免
除
期
間
の
決
定
に
あ

た
っ
て
大
和
田
配
水
池
の
配

水
量
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

被
災
後
６
日
間
は
水
道
使
用

量
が
通
常
よ
り
増
え
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
使
用
量
が

落
ち
着
い
た
た
め
、
８
月
分

の
み
の
水
道
料
金
を
免
除
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
９
月
分
の

免
除
は
現
在
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

意
見
・
各
家
庭
や
業
者
の
事

情
に
よ
り
、
９
月
に
な
っ
て

も
通
常
よ
り
多
く
利
用
す
る

家
庭
が
あ
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
水
道
課
へ
相

談
す
る
方
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
懇
切
、
丁
寧
な

対
応
を
お
願
い
し
ま
す

※
佐
藤
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

佐藤　　薫議員

８月９日、避難所のようす（舞戸小学校体育館）

通学路のようす

（�7�）

一般質問／町政に問う！
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第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
は
各
常
任
委
員
会
（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
）
に
付
託
さ
れ
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
案
は
、
議
員
全
員
に
よ

る
決
算
特
別
委
員
会
（
菊
谷
忠
光
委
員
長
）
を
設
置
し
詳
し
い
審
議
を
経
て
、
本
会
議
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
を
一
部
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
・
決
算
特
別
委
員
会
の
審
議
９月14日

問
【
災
害
復
興
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
】（
佐
藤
昭
司

委
員
）
指
定
寄
附
な
ど
を
積

立
て
、
今
回
の
災
害
に
充
当

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答
（
神
総
務
課
長
）
指
定
寄

附
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
で

行
っ
て
い
る
今
回
の
災
害
に

対
す
る
寄
附
を
全
部
積
立
て

し
、
災
害
に
役
立
て
る
た
め

の
も
の
で
す
。

問
【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

（
齋
藤
委
員
）
利
用
者
数
、

水
量
が
減
少
し
て
い
く
と
思

わ
れ
、
料
金
の
未
収
金
が
ま

だ
多
く
感
じ
る
。
こ
れ
に
対

す
る
対
策
は
あ
る
か
。

答
（
長
谷
川
水
道
課
上
水
道

班
長
）
水
道
料
金
の
未
納
に

つ
い
て
は
、
督
促
状
と
催
告

書
の
通
知
を
年
数
回
行
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
31
日
、「
歴
史
文
化
で

結
ぶ
友
好
協
定
」（
平
成
30
年

10
月
３
日
締
結
）
に
よ
り
交

流
を
重
ね
て
い
る
久
慈
市
遠

藤
譲
一
市
長
が
、
災
害
見
舞

の
た
め
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
市
長
は
、（
町
議
会
議

員
全
員
に
よ
る
）
全
員
協
議

会
の
中
で
、「
こ
の
度
、
鰺
ヶ

沢
町
が
大
き
な
災
害
を
受
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
非

常
に
心
配
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
災
害
直
後
に
は
若
干
で

す
け
れ
ど
も
支
援
物
資
を
届

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
今
日
は
見
舞
金
を
多

少
持
参
し
ま
し
た
。

問
【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
】（
佐
藤
薫
委
員
）

当
町
の
普
及
状
況
と
取
組
等

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
小
野
総
合
窓
口
課
長
）

８
月
末
現
在
で
、
申
請
者
数

が
３
８
５
２
件
。
令
和
３
年

１
月
１
日
の
人
口
９
４
７
２

人
に
対
す
る
割
合
で
40
．

67
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
組
と
し
て
は
、
日
頃
か

ら
の
窓
口
対
応
に
加
え
、
毎

月
１
回
土
曜
日
・
日
曜
日
の

受
付
、
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
【
中
村
特
別
排
水
機
場
に

つ
い
て
】（
佐
藤
薫
委
員
）
今

回
の
災
害
で
雨
量
も
多
く
、

圧
力
も
限
界
に
な
り
、
将
来

的
に
改
修
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

　

久
慈
市
も
平
成
28
年
と
令

和
元
年
に
２
回
大
き
な
台
風

災
害
を
受
け
ま
し
て
、
そ
の

時
に
鰺
ヶ
沢
町
さ
ん
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
町
が
泥
に
埋
ま
る

と
い
う
の
は
、
経
験
し
た
者

で
な
い
と
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
大
変
な
状
況
で
あ
り
、

他
人
事
で
は
な
く
今
日
は
参

上
し
ま
し
た
。
今
回
の
対
策

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
ご

み
処
理
も
含
め
て
長
期
間
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
久
慈

市
の
経
験
も
活
用
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」と
町

議
会
議
員
に
伝
え
ま
し
た
。

久慈市 遠藤譲一市長が
災害見舞

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

答
（
神
総
務
課
長
）
現
在
は

圧
力
で
押
す
タ
イ
プ
の
も
の

で
、
こ
の
ま
ま
の
仕
組
み
で

い
い
も
の
か
、
ポ
ン
プ
の
箇

所
も
増
や
し
た
方
が
い
い
の

か
、
調
査
、
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

決算特別委員会のようす

中村特別排水機場のようす

お見舞いのことばを述べる遠藤譲一久慈市長（奥側中央）

産業建設常任委員会のようす

総務文教常任委員会のようす

各常任委員会・決算特別委員会審議のようす、久慈市長災害見舞
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各常任委員会・決算特別委員会審議のようす、久慈市長災害見舞



　議会日程は、議会運営委員会において正式に決定されます。
　議会傍聴は今までどおり行う予定としています。今後の新型
コロナウイルス感染拡大の状況に応じては、変更する場合もあ
ります。
　開会中は町役場１階町民ホールのモニターに、議会のようす
が流れています。
　開催日程、一般質問の議員氏名、質問事項については町防災
無線、町ホームページでお知らせします。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

第４回定例会の予定 傍聴を希望される方はマスクの着用をお願いします。

▼
12
月
９
日
（
金
）

　
　

開
会
予
定
で
す

　

《開
会
後
の
日
程
は

�

次
の
と
お
り
で
す
》

▽
12
月
13
日
（
火
）

　
　

一
般
質
問

▽
12
月
14
日
（
水
）

　
　

総
括
質
疑

　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

大浦光信公慰霊祭

津軽圏域市町村議会議長懇談会
県に対し８月３日からの
大雨による災害に係る要望

災害復旧支援に活用を　議員研修関連経費返上へ

　

10
月
８
日
、
光
信
公
の

館
前
で
大
浦
光
信
公
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
慰
霊
祭
は
毎
年
、
光
信

公
の
命
日
で
あ
る
こ
の
日

に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
参

列
者
の
人
数
を
制
限
し
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
か
ら
は
神
孝
議

長
が
代
表
し
て
出
席
し
、

玉
串
奉
て
ん
を
行
い
ま
し

た
。

　

９
月
２
日
、
津
軽
圏
域
市

町
村
議
会
議
長
懇
談
会
（
津

軽
圏
域
14
市
町
村
の
市
町
村

議
会
議
長
で
組
織
）
の
清
野

一
榮
会
長
（
弘
前
市
議
会
議

長
）、神
孝
副
会
長
（
鰺
ヶ
沢

町
議
会
議
長
）
ほ
か
９
名
が

青
森
県
に
対
し
、
大
雨
に
よ

る
災
害
に
係
る
支
援
を
要
望

し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
望
は
、
８
月
３
日

か
ら
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ

り
、
津
軽
圏
域
の
各
市
町
村

に
お
い
て
住
民
生
活
の
み
な

ら
ず
、
交
通
の
寸
断
や
農
地

へ
の
冠
水
、
農
業
用
施
設
の

損
壊
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
災
農

業
者
へ
の
支
援
や
災
害
復
旧

事
業
の
早
期
着
手
に
向
け
た

国
へ
の
働
き
か
け
や
財
政
支

援
な
ど
を
求
め
た
も
の
で

す
。

　

９
月
14
日
、
神
孝
町
議

会
議
長
と
田
中
亨
町
議
会

副
議
長
が
、
平
田
衛
町
長

へ
今
年
度
の
議
員
研
修
関

連
経
費
１
０
０
万
円
を
返

上
し
、
８
月
の
災
害
復
旧

支
援
に
活
用
し
て
も
ら
う

よ
う
、
申
入
れ
を
し
ま
し

た
。

　

８
月
の
大
雨
に
よ
り
、

町
内
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
議
員

総
意
で
復
旧
支
援
に
活
用

し
て
も
ら
う
よ
う
返
上
を

決
め
た
も
の
で
、
今
後
、

議
会
費
の
予
算
を
減
額
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

申入れのようす慰霊祭のようす

青山祐治青森県副知事ら（手前側）に現状を伝える市町村議会議長

（�9�）

議 会 活 動
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特集

伝
統
工
法
に
よ
る
大
工
の
手
仕
事
を

�

次
世
代
に
伝
え
残
し
て
い
き
た
い

はつらつ
チャレンジャー

姥袋町

内
うち

山
やま

　匠
たくみ

さん
　鰺ヶ沢町出身。お父様と共に大工として10年
間仕事をした後、伝統的な大工の手仕事を行う
大阪の建築工房に弟子入り。
　昨年夏に鰺ヶ沢へ帰り、自身で工務店を立ち
上げる。
　お母さまと姥袋町在住。

　「はつらつチャレンジャー」８回目の

今回は、内山工務店　内山匠さんにお話

を伺いました。

　聞き手は菊谷忠光広報委員です。Vol.8　身近に木のぬくもりを

Ｑ　

大
工
の
仕
事
に
就
い
て

か
ら
は
ど
の
く
ら
い
経
ち
ま

す
か
。

Ａ　

高
等
学
校
を
卒
業
後
、

県
外
の
職
業
訓
練
校
で
２
年

学
び
、
父
と
同
じ
大
工
に
な

り
ま
し
た
。

　

父
と
共
に
県
外
で
10
年
間

メ
ー
カ
ー
の
注
文
住
宅
を

造
っ
て
い
ま
し
た
が
、
組
み

立
て
る
仕
事
に
少
し
物
足
り

な
さ
を
感
じ
、30
歳
の
時
に
、

伝
統
的
な
大
工
の
手
仕
事
を

Ｑ　

小
さ
い
頃
か
ら
大
工
の

仕
事
に
就
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
か
。

Ａ　

父
の
仕
事
を
小
さ
い
頃

か
ら
見
て
い
た
の
で
、
大
工

の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

Ｑ　

建
築
工
房
で
は
ど
う
い

う
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

Ａ　

手
仕
事
で
行
う
大
工
仕

事
（
昔
な
が
ら
の
墨
付
け
手

刻
み
の
仕
事
な
ど
）を
学
び
、

一
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
手

仕
事
の
奥
深
さ
と
木
の
ぬ
く

も
り
を
知
り
ま
し
た
。
古
民

家
再
生
や
木
材
に
よ
る
リ

フ
ォ
ー
ム
、
家
具
や
建
具
の

製
作
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま

し
た
。

Ｑ　

こ
ち
ら
に
帰
っ
て
き
た

き
っ
か
け
は
。

Ａ　

高
齢
の
母
を
一
人
に
は

し
て
お
け
な
い
と
い
う
思
い

と
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ　

こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ　

先
日
起
き
た
、
水
害
の

よ
う
な
時
に
、
大
工
と
し
て

ど
う
い
っ
た
対
応
が
で
き
る

の
か
。
ま
だ
横
の
つ
な
が
り

も
少
な
く
、
対
応
し
き
れ
ず

に
無
力
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
と
い
う

こ
と
も
意
識
し
な
が
ら
、
事

業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
若
手

を
雇
っ
て
、
手
仕
事
の
伝
統

を
次
世
代
に
伝
え
、
残
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

一
般
の
方
で
も
仕
事
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ　

普
段
は
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

大
工
仕
事
の
請
負
、
プ

レ
カ
ッ
ト
（
木
材
の
柱
や
梁

の
継
ぎ
手
な
ど
を
機
械
で
加

工
す
る
も
の
）
で
は
対
応
で

き
な
い
建
物
を
手
掛
け
た
り

し
て
い
ま
す
。

す
る
大
阪
の
建
築
工
房
に
弟

子
入
り
し
ま
し
た
。

Ａ　

は
い
。
伝
統
工
法
に
よ

る
墨
付
け
手
刻
み
の
仕
事
、

和
室
仕
事
、
木
塀
の
修
繕
、

家
具
・
建
具
製
作
、
小
さ
な

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
も
承
り

ま
す
。

内山工務店　連絡先
メール　uchitaku19850220＠gmail.com

Ｑ　

大
工
仕
事
の
魅
力
と

は
。

Ａ　

一
か
ら
積
み
上
げ
て
、

建
物
、
製
品
を
完
成
さ
せ
る

ま
で
は
緊
張
し
ま
す
が
、
完

成
後
、
依
頼
さ
れ
た
お
客
様

の
喜
ぶ
顔
を
見
る
と
、
や
は

り
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

かんな掛けのようす

現在、請負製作中の墨付け手刻みの建物

手作りの木製オセロ
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